
提
案
の
背
景

　

２
０
１
３
年
９
月
に
行
わ
れ
た
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
、
Ｇ
20
首
脳
は
、「
大
き

す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
」（Too big 

to fail

）
問
題
の
終
結
の
た
め
、
Ｆ

Ｓ
Ｂ
に
対
し
て
、
大
規
模
金
融
機
関

の
破
綻
時
の
損
失
吸
収
力
の
充
実
に

関
す
る
提
案
を
14
年
末
ま
で
に
策
定

す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
で
合
意
し
た

（
注
１
）。
本
市
中
協
議
文
書
は
、
こ

の
合
意
に
基
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
（
Ｇ

－

Ｓ

Ｉ
Ｂ
ｓ
）
の
破
綻
時
の
損
失
吸
収
力

に
係
る
提
案
と
し
て
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
お
い

て
策
定
さ
れ
、
14
年
11
月
に
行
わ
れ

た
ブ
リ
ス
ベ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
報
告

さ
れ
た
。

　

本
市
中
協
議
文
書
に
お
け
る
提
案

は
、
今
後
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｂ

Ｓ
（
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
）

に
お
い
て
行
わ
れ
る
Ｑ
Ｉ
Ｓ
（
定
量

的
影
響
度
調
査
）
や
市
場
調
査
等
を

経
て
、
15
年
中
に
最
終
化
さ
れ
、
15

年
の
サ
ミ
ッ
ト
に
報
告
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

市
中
協
議
文
書
の
内
容

　

本
市
中
協
議
文
書
に
盛
り
込
ま
れ

た
提
案
は
、
金
融
の
安
定
へ
の
影
響

を
最
小
化
し
、
重
要
な
機
能
の
継
続

を
確
保
し
、
納
税
者
負
担
を
回
避
す

る
秩
序
立
っ
た
破
綻
処
理
を
実
施
す

る
た
め
に
保
持
す
べ
き
損
失
吸
収
力

に
係
る
枠
組
み
を
定
め
る
こ
と
を
目

２
０
１
４
年
11
月
10
日
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
の
破
綻
時

の
損
失
吸
収
力
の
充
実
」（
原
題
：A

dequacy of loss-absorbing capacity of global system
ically im

-
portant banks in resolution

）
と
題
す
る
市
中
協
議
文
書
が
公
表
さ
れ
、
同
月
15
～
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ブ
リ
ス

ベ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
Ｇ
20
首
脳
に
報
告
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
市
中
協
議
文
書
に
つ
い
て
経
緯
を
ふ
ま
え

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
お
も
な
論
点
を
概
観
し
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
な
ど
は
、
執
筆
者
の
個
人
的

見
解
で
あ
り
、
必
ず
し
も
金
融
庁
の
公
式
な
見
解
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
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的
と
し
て
い
る
。
提
案
の
対
象
と
な

る
の
は
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
で
あ
る
が
、

新
興
国
に
本
拠
を
有
す
る
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ

Ｂ
ｓ
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
規
制
か

ら
は
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
（
注

２
）。

　

こ
の
損
失
吸
収
力
は
、
①
既
存
の

バ
ー
ゼ
ル
規
制
資
本
と
②
そ
の
他
適

格
負
債
等
の
合
計
で
あ
る
「
総
損
失

吸
収
力
」（
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
：Total 

L
oss-A

bsorbing C
apacity

）
と

し
て
算
出
さ
れ
る
。
破
綻
処
理
の
対

象
と
な
る
主
体
は
、
各
銀
行
グ
ル
ー

プ
に
共
通
の
最
低
基
準
（「
第
一
の

柱
」）
と
し
て
、
連
結
ベ
ー
ス
Ｒ
Ｗ

Ａ
（R

isk-W
eighted A

ssets

）

比
16
〜
20
％
以
上
、
か
つ
、
バ
ー
ゼ

ル
Ⅲ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
レ
バ
レ
ッ

ジ
比
率
の
分
母
（
会
計
上
の
総
資
産

＋
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
項
目
）
比
で
、
レ

バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
２
倍
以
上
の
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
を
積
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
加
え
て
、「
第
二
の
柱
」
と
し

て
、
各
国
当
局
は
裁
量
で
追
加
的
な

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
積
上
げ
を
求
め
る
こ
と

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
し
て
適
格
性
の
あ
る

負
債
は
、
付
保
預
金
や
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
負
債
等
に
対
し
て
債
権
者
順
位
で

劣
後
し
て
い
る
こ
と
、
残
存
期
間
が

１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
等
の
要
件
を

満
た
す
も
の
が
該
当
す
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
国
と
ホ
ス
ト
国
間

の
協
力
関
係
お
よ
び
国
境
を
越
え
た

破
綻
処
理
戦
略
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
破
綻
処
理
対
象
と
な
る
主
体
は
、

外
部
か
ら
調
達
し
た
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
、

グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
重
要
な
子
会
社
へ
の
出
資

や
融
資
等
の
形
式
に
よ
り
、
分
配
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

1
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
性

　

バ
ー
ゼ
ル
規
制
と
の
整
合
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
既
述
の
と
お
り
、

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
①
既
存
の
バ
ー
ゼ
ル
規

制
資
本
と
②
そ
の
他
適
格
負
債
等
の

合
計
と
し
て
算
出
さ
れ
る
。

　

既
存
の
バ
ー
ゼ
ル
規
制
資
本
（
前

記
①
）
と
し
て
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で

求
め
ら
れ
て
い
る
最
低
自
己
資
本
比

率
８
％
に
対
応
す
る
資
本
と
そ
れ
を

超
え
る
余
剰
規
制
資
本
が
算
入
さ
れ

る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
（
普
通
株
式
等
）

で
構
成
す
べ
き
資
本
保
全
バ
ッ
フ
ァ

ー
や
Ｇ

－
Ｓ
Ｉ
Ｂ
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
等

の
バ
ッ
フ
ァ
ー
相
当
分
に
つ
い
て
は
、

算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
の
他
適
格
負
債
（
前
記
②
、
以

下
「
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負
債
」）
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

方
式
を
採
用
し
、
付
保
預
金
や
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
負
債
等
の
不
適
格
負
債
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

不
適
格
負
債
以
外
の
負
債
で
あ
っ
て
、

無
担
保
で
あ
る
こ
と
、
残
存
期
間
が

１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
、
不
適
格
負

債
に
比
べ
債
権
者
順
位
が
劣
後
し
て

い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
す
も
の

が
該
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負
債
に
劣
後
性
を

求
め
る
趣
旨
は
、
金
融
市
場
の
ス
ト

レ
ス
時
に
お
い
て
危
機
を
伝
播
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
金
融
機
関
の

重
要
な
機
能
に
障
害
を
生
じ
さ
せ
、

重
大
な
金
融
の
不
安
定
化
を
も
た
ら

し
う
る
負
債
に
損
失
負
担
を
求
め
る

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
な
か
た
ち
で
、

損
失
を
吸
収
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負

債
は
、
そ
の
債
権
者
か
ら
の
訴
訟
リ

ス
ク
や
補
償
費
用
の
発
生
リ
ス
ク
の

懸
念
な
く
、
秩
序
立
っ
た
破
綻
処
理

の
実
施
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
不
適

格
負
債
と
明
確
に
区
別
で
き
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

の
計
算
上
、
金
融
機
関
の
重
大
な
業

務
に
関
係
す
る
営
業
負
債
等
は
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
適
格
負
債
に
含
ま
れ
ず
、
ま
た
、

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負
債
は
、
こ
れ
ら
の

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
不
適
格
負
債
よ
り
も
前
に

損
失
を
吸
収
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負
債
と
し
て
算
入
す
る

た
め
に
は
、

ア
契
約
上
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
不
適
格
負
債

に
劣
後
し
て
い
る
こ
と

イ
法
律
上
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
不
適
格
負
債

に
劣
後
し
て
い
る
こ
と

ウ
持
株
会
社
等
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
不
適
格

負
債
を
発
行
し
て
い
な
い
主
体
が
発

行
し
て
い
る
負
債
で
あ
る
こ
と

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
求
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め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
バ
ー
ゼ
ル
規
制
資
本

と
し
て
算
入
で
き
な
い
（
劣
後
条
項

の
な
い
）
普
通
社
債
で
あ
っ
て
も
、

持
株
会
社
が
発
行
し
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
ウ
に
基
づ
き
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
算

入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

他
方
、
子
銀
行
か
ら
発
行
さ
れ
る

普
通
社
債
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
順

位
が
同
順
位
で
あ
る
付
保
預
金
等
の

不
適
格
負
債
も
同
じ
主
体
が
保
持
し

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
劣
後
債
と
は
違

っ
て
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
不
適
格
負
債
よ
り

前
に
損
失
を
吸
収
で
き
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
に
算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
破
綻
処
理
当
局
が
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
不
適
格
負
債
の
す
べ
て
を
損
失

吸
収
の
対
象
外
と
す
る
権
限
を
有
し

て
い
る
国
に
お
い
て
は
、
同
国
の
破

綻
処
理
法
制
で
定
め
る
例
外
的
な
場

合
に
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
不
適
格
負
債
と
同

順
位
で
あ
る
普
通
社
債
に
つ
い
て
も
、

一
部
を
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
算
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
水
準

　

現
在
の
市
中
協
議
文
書
で
は
、
各

国
共
通
の
第
一
の
柱
に
基
づ
く
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
の
最
低
水
準
は
、
①
連
結
ベ
ー

ス
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
で
16
〜
20
％
、
か
つ
、

②
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
求
め
ら
れ
て
い
る

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
分
母
（
会
計
上

の
総
資
産
＋
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
項
目
）

比
で
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
２
倍
と

さ
れ
て
い
る
。
現
状
は
一
定
の
幅
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
水
準

は
、
市
中
協
議
お
よ
び
Ｑ
Ｉ
Ｓ
、
市

場
調
査
等
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
単
一

の
値
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
二
の
柱
に
基
づ
く
追
加

的
な
賦
課
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
当

局
が
決
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
ホ
ー
ム
当
局
は
、
各
行
ご

と
に
、
お
も
な
ホ
ス
ト
当
局
と
と
も

に
構
成
す
る
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

（C
risis M

anagem
ent G

roup

）

で
の
議
論
や
、
破
綻
処
理
可
能
性
評

価
プ
ロ
セ
ス
（R

esolvability A
s-

sessm
ent P

rocess

）
で
の
検
証

を
通
じ
て
決
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

⑶
預
金
保
険
基
金
の
貢
献

　
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
納
税
者
負
担
に
安

易
に
依
存
せ
ず
秩
序
立
っ
た
破
綻
処

理
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
損
失

吸
収
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
法
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
各
国
の
強
靭
な
預
金

保
険
・
破
綻
処
理
制
度
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
比

２
・
５
％
を
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最
低
基
準

に
算
入
可
能
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
の
預
金
保
険
基

金
は
金
融
機
関
か
ら
の
保
険
料
収
入

等
に
よ
り
賄
わ
れ
た
責
任
準
備
金
が

積
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
90
年
代
に

起
こ
っ
た
わ
が
国
の
金
融
危
機
に
加

え
、
最
近
の
破
綻
処
理
事
例
に
お
い

て
も
、
救
済
金
融
機
関
や
破
綻
処
理

金
融
機
関
等
へ
の
金
銭
の
贈
与
や
資

金
の
貸
付
等
を
通
じ
て
、
円
滑
な
破

綻
処
理
の
実
施
に
貢
献
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
点
に
鑑
み
、
わ
が
国
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
は
、
預
金
保
険
基
金
の

貢
献
と
し
て
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
２
・
５
％
を

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

な
お
、
現
状
、
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
２
・
５

％
が
想
定
さ
れ
て
い
る
算
入
可
能
な

水
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
行
わ
れ
る

Ｑ
Ｉ
Ｓ
等
の
結
果
を
経
て
最
終
化
さ

れ
る
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
最
低
基
準
の
水
準

が
Ｒ
Ｗ
Ａ
比
16
％
を
超
え
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
上
方
修

正
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

⑷
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ

　

今
般
の
提
案
で
は
、
ホ
ー
ム
国
と

ホ
ス
ト
国
間
の
協
力
お
よ
び
国
境
を

越
え
た
破
綻
処
理
戦
略
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
破
綻
処
理
対
象
と
な
る

主
体
は
、
外
部
か
ら
調
達
し
た
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
を
、
グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
海
外
の
重
要
な

子
会
社
へ
出
資
や
融
資
等
の
形
式
に

よ
り
、
分
配
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
海
外
の
重
要
な
子
会
社

に
お
け
る
損
失
吸
収
力
を
十
分
に
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
当
局

が
主
導
す
る
国
境
を
越
え
た
破
綻
処

理
の
円
滑
な
実
行
を
可
能
と
す
る
こ

と
や
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
国
際
的
な

分
断
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
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て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
内
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
係
る
規

定
が
適
用
さ
れ
る
重
要
な
子
会
社
と

は
、
以
下
の
基
準
の
い
ず
れ
か
一
つ

に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

①
Ｒ
Ｗ
Ａ
が
、
グ
ル
ー
プ
連
結
ベ
ー

ス
比
５
％
以
上

②
営
業
収
入
が
、
グ
ル
ー
プ
連
結
ベ

ー
ス
比
５
％
以
上

③
総
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
グ
ル

ー
プ
連
結
ベ
ー
ス
比
５
％
以
上

④
そ
の
他
、
Ｃ
Ｍ
Ｇ
に
お
い
て
重
要

な
子
会
社
と
特
定
さ
れ
た
も
の

⑸
持
合
規
制

　

今
般
の
提
案
で
は
、
金
融
シ
ス
テ

ム
内
で
危
機
が
伝
播
す
る
リ
ス
ク
の

軽
減
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い

る
バ
ー
ゼ
ル
規
制
上
の
自
己
資
本
の

持
合
規
制
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の
対
象
と
な
る

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
が
他
の
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ

ｓ
の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
適
格
負
債
に
対
し
て

出
資
し
て
い
た
場
合
、
自
己
の
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｃ
ま
た
は
規
制
資
本
か
ら
出
資
相

当
額
を
控
除
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
非
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に

よ
る
保
有
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
控
除
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
に
お
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
予
定

　

今
回
公
表
さ
れ
た
市
中
協
議
文
書

は
、
あ
く
ま
で
「
提
案
」
で
あ
っ
て
、

市
中
協
議
（
15
年
２
月
２
日
締
切
）

や
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
に
お

い
て
行
わ
れ
る
Ｑ
Ｉ
Ｓ
や
市
場
調
査

等
を
経
て
、
15
年
中
に
最
終
化
さ
れ
、

同
年
の
サ
ミ
ッ
ト
に
報
告
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
適
用
開
始
時
期

は
、
早
く
と
も
19
年
１
月
と
さ
れ
て

い
る
。

　

今
般
導
入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国

の
預
金
保
険
制
度
の
強
靭
性
を
一
定

程
度
評
価
す
る
等
、
一
定
の
柔
軟
性

が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の

備
え
る
べ
き
損
失
吸
収
力
の
必
要
性

と
、
各
国
で
異
な
る
破
綻
処
理
制
度

や
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等

の
違
い
を
ふ
ま
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
規
制
の
最
終
化
に

向
け
て
は
、
引
き
続
き
、
Ｑ
Ｉ
Ｓ
や

市
場
調
査
等
の
作
業
が
Ｆ
Ｓ
Ｂ
や
Ｂ

Ｃ
Ｂ
Ｓ
等
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
、
金
融
庁
と
し
て

も
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
取
組
み
に

積
極
的
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）１　

13
年
９
月
Ｇ
20
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言

https://w
w
w
.g20.org/sites/default/files/

g
2
0
_
re
so
u
rce

s/lib
ra
ry
/S
a
in
t_

P
etersburg_D

eclaration_E
N
G
_0.pdf

２　

14
年
11
月
に
Ｆ
Ｓ
Ｂ
か
ら
公
表

さ
れ
た
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
世
界
か

ら
30
行
、
日
本
か
ら
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
の
３
行
が
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

な
が
お
か　

た
か
し

91
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
大
蔵
省

入
省
。
95
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
経
営

大
学
院
修
了
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）、
14
年
７

月
か
ら
現
職
。
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